
『アフター。ビットコイン』

中島真志著
01600円 (新潮社 )

決済システムの第一人者が、
ビットコインの崩壊を予惧l。 金

融関係者がブロックチェーン

に注目する理由を解説。
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『金融に未来はあるか』

ジョン・ケイ著
e2400円 (ダイヤモンド社 )

金融業界はほかの産業とは違う特

別な存在かのように語られてきた。

その虚業を暴いた問題作。
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『暗号技術のすべて』

イプシロン著
03500円 (翔 泳社 )

暗号技術の仕組みや安全性、危

険性について、利用する側と攻撃

する側の両面から迫った一作。
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マホなどでビットコインを管理するユ

ーザーは全体で11兆円を超える潜在

的な購買力を持っていることになる。

09年 10月 にビットコインが法定通

貨 と交換開始された時のレー トは100

ビットコインで9円。11年には米ニュ

ース誌「TIME」 がビットコイン特集

を組んだ。この時点で1ビ ットコイン

は87円に上昇していた。歴史ある雑誌

の特集を読んでビットコインを1万円

ほど買った人がいたとしたら、現在の

価値は9千万円ほどになる。

この現象が虚像なのか、法定通貨を

補完する存在になり得るのかは別にし

て、ビットコインの基盤技術であるブ

ロックチェーンは間違いなく世界を

変革していく。ビットコイン現象はブ

ロックチェーン1.0で しかない。

既に全世界の金融界は各国中央銀行

を含め、決済・送金、証券決済などでブ

ロックチェーンを利用する準備を始

めた。ブロックチェーン2.0の時代は

数年以内に確実にやってくる。

次は土地登記、商流管理、医療情報

などの非金融分野で使われるブロック

チェーン3.0の時代である。10年以内

には各国で実装され始めるだろう。

ビットコインはオタクたちの投機ご

っこだとなめていると、あっという間

にあらゆる業界の構造が変わり、いつ

の間にか仕事を失 う。その破壊力はAI

を超えるかもしれないのだ。

『アフター・ビットコィン』はブロッ

クチェーンを知るための最高峰だ。評

者 としては「17年 ビジネス書ベス ト」

に推 したい。各国の中央銀行がデジタ

/t/通貨を発行するまでの動きを体系的

に、過不足なく丁寧に説明している。金

融マンだけでなく、あらゆるビジネス

パーソンの必読書である。

ブロックチェーン2.0の影響を、直

接受けるのは金融界だ。日本のメガバ

ンクが大規模な人員削減を宣言したこ

とから分かる通 り、経営陣は時代の大

変化を皮膚で感じている。そのために

も金融 とは何かということを、もう一

度立ち止まって考える必要があろう。

『金融に未来はあるか』はすべての金融

マンにとって第2の必読書だ。

ブロックチェーンが優れている理由

の一つは枯れた技術を使っているから

だ。P2P、 公開鍵暗号、ハッシュ関数

の3つである。実績ある技術を組み合

わせたものであり信頼1生 は高い。それ

ゆえに各国の中央銀行が本気で取 り組

んでいるのだ。その暗号技術とハッシ

ュ関数を解説 したのが『暗号技術のす

べて』である。内容はいささか技術寄 う

で、行列式やアノンゴリズム図などが容

赦なく登場する。内容を書店で確かめ

てから買っても遅 くはない。ただ経営

者ならば、今後のシステム部門|こ 数学

や物理が得意な理系の出身者が必要だ

と数分で理解できることだろう。

将来、理系出身ではない金融マンが

生き残ることはできるのだろうか。答

えはすぐにやってくる。      ゆ
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HONZ代表、元日本マイクロソフ ト社長

成毛 真氏

自動車部品メーカーなどから日本マイクロソフトに

転じ、1991年に同社社長に就任。2000年に退

社。書評サイト「HONZ」 代表などを務める。
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